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　第27回北見厳寒の焼き肉まつり、第56回北見冬まつ
りが２月上旬にそれぞれ実施され、市内外からの大勢
の来場者が北見ならではの冬を満喫しました

●令和８年度事業計画の原案承認
●令和８年度部会・委員会活動計画
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●令和８年度各種検定試験日程

CONTENTS



1北見商工会議所報 第　　号183

令
和
８
年
度
事
業
計
画
の
各
分
野
の
新

た
な
実
施
項
目
は
、
舛
川
誠
会
頭
の
「
会

員
・
事
業
者
に
対
す
る
伴
走
型
支
援
を
よ

り
一
層
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
の
３
期

目
の
抱
負
を
受
け
、
国
や
市
の
施
策
、
Ｄ

Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
変
革
）
の
進
展
、
会
員
企

業
の
課
題
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
関
連

し
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
の
が
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
分
野
の
主
な
新

規
等
項
目
は
以
下
の
通
り
で
す
。

■
政
策
提
言
、
要
望
活
動
の
積
極
的
な

展
開北

見
市
財
政
健
全
化
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
実
施
に
関
わ
る
要
望
、
国
道
・
道

道
の
早
期
整
備
。

■
中
小
・
小
規
模
企
業
の
経
営
基
盤
及

び
環
境
整
備
の
推
進

セ
ミ
ナ
ー
講
師
の
企
業
へ
の
派
遣
支
援
、

夜
間
個
別
相
談
会
・
出
張
型
企
業
説
明
会

の
実
施
、
道
北
地
域
連
携
マ
ル
シ
ェ
出
展

支
援
、
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
に
関
す
る

相
談
窓
口
の
設
置
。

■
産
業
振
興
の
推
進

脱
炭
素
と
経
済
成
長
の
両
立
に
向
け
た

Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
に
取
り
組
む
企
業
支
援
の
強
化
、

環
境
経
営
に
資
す
る
導
入
コ
ス
ト
低
減
等

に
関
す
る
支
援
。

■
商
工
会
議
所
の
円
滑
な
運
営
及
び
基

盤
強
化

役
員
・
議
員
に
よ
る
入
会
勧
奨
（
目
標

１
７
０
０
社
）
、
Ａ
Ｉ
活
用
推
進
、
入
会

申
込
書
の
ｗ
ｅ
ｂ
化
、
全
国
商
工
会
議
所

観
光
振
興
大
会
２
０
２
６
i
n
北
海
道
の

運
営
協
力
。

同
事
業
計
画
は
、
第
３
４
０
回
常
議
員

会
（
３
／
９
）
の
議
決
を
経
て
、
第

２
２
６
回
通
常
議
員
総
会
（
３
／
23
）
で

正
式
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

正
副
会
頭
と
、
部
会
長
・
委
員
長
懇
談

会
（
１
／
26
）
で
は
、
道
路
除
雪
に
係
る

行
政
と
公
共
交
通
機
関
と
の
情
報
共
有
、

出
張
型
企
業
説
明
会
な
ど
新
規
事
業
に
か

か
わ
る
現
状
や
課
題
対
応
な
ど
の
質
問
が

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

正
副
会
頭
と
女
性
会
正
副
会
長
・
青
年

部
４
役
合
同
懇
談
会
（
２
／
18
）
で
は
、

同
会
・
同
部
の
令
和
８
年
度
事
業
計
画
案
、

正副会頭と正副部会長・委員長合同会議
令和８年度事業計画原案  承認

正副会頭と、部会長・委員長懇談会（上）、女性会正副会長・青年部４役合同懇談会（下）

１・２月の正副会頭と部会長・委員長懇
談会、部会・委員会などを経た当所の令和
８年度事業計画（原案）と、部会・委員会
の８年度活動計画が、正副会頭と正副部会
長・委員長合同会議で承認されました。
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当
所
同
事
業
計
画
素
案
、
今
後
の
予
定
な

ど
が
そ
れ
ぞ
れ
説
明
さ
れ
、
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。

同
会
・
同
部
と
も
会
員
が
増
え
て
い
る

（
女
性
会
53
人
、
青
年
部
１
３
６
人
）
も

の
の
、
若
手
の
入
会
促
進
（
女
性
会
）
、

活
動
へ
の
参
加
率
向
上
（
青
年
部
）
な
ど

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

正
副
会
頭
と
正
副
部
会
長
・
委
員
長
合

同
会
議
（
２
／
26
）
で
は
、
当
所
事
業
計

画
原
案
並
び
に
各
部
会
・
委
員
会
の
活
動

計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

各
懇
談
会
で
は
、
生
産
性
向
上
に
向
け

た
Ｄ
Ｘ
・
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
、
の
活
用

に
関
し
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
生
成

Ａ
Ｉ
活
用
に
つ
い
て
は
、
自
社
・
業
界
の

取
り
組
み
、
導
入
コ
ス
ト
な
ど
の
課
題
、

あ
い
さ
つ
文
や
文
章
作
成
、
ア
イ
デ
ア
出

し
で
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

青
年
部
で
は
事
業
の
ポ
ス
タ
ー
作
製
な

ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
（
当
所
の
「
生

成
Ａ
Ｉ
活
用
に
関
す
る
調
査
」
結
果
は
本

誌
６
頁
に
掲
載
）

部
会
・
委
員
会
で
経
済
関
連
等
の
講
話

１
・
２
月
の
部
会
・
委
員
会
は
当
所
の

令
和
８
年
度
事
業
計
画
（
素
案
）
、
同
年

度
の
各
部
会
・
委
員
会
の
活
動
計
画
を
議

題
に
講
話
を
交
え
て
開
か
れ
、
両
計
画
は

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
日
・

講
話
の
演
題
な
ど
は
左
記
の
通
り
。

講
話
「
外
国
人
労
働
者
育
成
就
労
制

度
」
で
は
、
令
和
９
年
度
か
ら
運
用
さ
れ

る
技
能
実
習
制
度
に
代
わ
る
同
就
労
制
度

の
特
徴
・
目
的
、
受
入
人
数
枠
、
地
方
へ

の
配
慮
施
策
、
転
籍
の
要
件
、
企
業
の
押

さ
え
て
お
く
べ
き
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
で
は
、

費
用
や
住
ま
い
な
ど
、
出
席
者
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
具
体
的
な
質
問
が
出
て
い
ま
し
た
。

講
話
・
「
道
路
・
公
園
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
の
現
状
と
今
後
」
で
は
、
市
の
ネ

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
命
名
権
）
の
利
点
・

欠
点
、
第
１
弾
の
募
集
内
容
（
道
路
・
公

園
約
４
３
０
０
施
設
、
企
業
団
体
へ
の
愛

称
付
与
、
年
10
万
円
か
ら
）
と
そ
の
結
果

（
道
路
7
件
、
公
園
8
件
決
定
）
、
継
続

募
集
す
る
予
定
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

（
担
当　

総
務
部
、
地
域
振
興
部
）

サービス業部会

部会・委員会の開催状況
［部会］
■建設業部会（2月10日、講話
〈運輸車輌委員会との合同〉・
外国人労働者育成就労制度、講
師・一般社団法人海外人材開発
推進機構・北海道観光人材支援
事業協同組合代表理事中島稔さ
ん〈オンライン〉）
■運輸車輌部会（2月10日、講
話〈建設業部会との合同〉）
■工業部会（2月16日、講話
〈理財部会との合同〉・外国人
労働者育成就労制度、講師・
Sasaki HRD Office代表佐々木優
奈さん）
■理財部会（2月16日、講話
〈工業部会との合同〉）
■サービス業部会（2月17日、
講話・外国人労働者育成就労制
度、講師・Sasaki HRD Office代
表佐々木優奈さん）

■商業部会（2月18日、講話・
外国人労働者育成就労制度、講
師・Sasaki HRD Office代表佐々
木優奈さん）

［委員会］
■都市振興委員会（1月20日、
講話・道路公園のネーミングラ
イツの現状と今後、講師・北見
市都市建設部都市計画課課長石
田博貴さん・主事室井悠希さ
ん）
■中小企業委員会（2月4日、講
話・オホーツク管内の経済情勢、
講師・北海道財務局北見出張所
所長佐藤泰治さん）
■交通観光委員会（2月4日、講
話・道路公園のネーミングライ
ツの現状と今後、講師・北見市
都市建設部都市計画課都市計画
課長石田博貴さん）
■人材・労務委員会（2月4日）
■総務委員会（2月5日、規則並
びに規定の改正他）
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【商業部会】
①人材確保・人材育成に関わる勉強会等の開催・情報提
供、②各委員会・部会との連携、③部会交流事業の開催

【工業部会】
①産学官連携の強化、関係機関との交流、②進出企業・
異色企業との情報交換、勉強会（視察含む）等交流事業
の実施、③農林水産商工連携、地域資源活用の研究、④
部会交流事業の実施

【建設業部会】
①立地適正化計画の推進に向けた中心市街地活性化・コ
ンパクトシティ実現の検討、②北見市との懇談会開催、
③地域道路の整備促進、④地元企業への受注啓蒙活動、
⑤働き方改革への適切な対応・生産性の向上に向けたDX
化の推進、⑥人材確保の推進、⑦事業継続力強化計画・
BCP策定の推進、⑧カーボンニュートラル社会に対応し
た環境経営（脱炭素経営）の推進・GXへ積極的に取り組
む企業支援強化、⑨正副部会長会議・部会、交流事業の
開催

【理財部会】
①部会内における情報交換・経済情報の提供、②部会主
管によるセミナーの実施、③企業経営、創業・起業、経
営革新、事業承継・事業継続力強化計画・BCP、人手不
足、生産性向上、健康経営等に関する情報の提供、④国、
道、市の各種融資制度の周知・利用促進、⑤各種共済制
度のPR、⑥部会交流会の実施

【サービス業部会】
①「きたみ de 街コン」事業等の実施、②市内中心部の除
排雪の徹底推進、③人材確保に向けた研修・取り組みの
実施、④DX（ロボット・AI等）による生産性向上の取り
組み・推進、⑤まちづくりに係る情報提供・イベント主
催団体との連携による情報発信の徹底

【運輸車輌部会】
①公共交通維持・存続に向けた勉強会の実施、②市内道
路除排雪徹底・公共交通機関への速やかな除排雪計画共

有の要望、③行政担当機関等との意見交換会・勉強会の
実施、④運輸業界輸送需給ギャップの解決策・カーボン
ニュートラル経営（運輸業界におけるEV化）に向けての
勉強会・意見交換会、⑤部会交流会の実施

【都市振興委員会】
①北見市中央大通沿道地区第一種市街地再開発事業への
協力、②中心市街地の賑わい創出事業の実施

【中小企業委員会】
①関係機関との情報交換・懇談、②中小企業・小規模企
業に対する経営支援の強化、③税制改正に対する意見具
申・周知促進、④DXによる生産性向上の推進、⑤会議所
各委員会・部会との連携、⑥委員会内交流事業の開催

【人材・労務委員会】
①人材確保・人材育成の支援、②人事労務に関する勉強
会・研修会の開催、③その他関連する勉強会・研修会等
の企画検討

【交通観光委員会】
①道路整備に関わる要望、②観光及び地域交流拠点施設
の整備と調査実施、③空港、鉄道等公共交通の動向と
物流体制の維持に関わる情報共有、④地元公共交通機
関（バス・タクシー）の利用促進、⑤北見地域の観光振
興・交流人口拡大への取り組み、⑥北見ぼんちまつり・
きたみホワイトイルミネーション事業の実施・協力、⑦
修学旅行受入の検討・推進

【総務委員会】
①会員拡大の推進、②会員事業所永年勤続従業員表彰の
開催、③役員・議員及び職員表彰に関する審査、④健康
経営の推進、⑤福利厚生制度の推進（健康診断事業、ミ
ント共済等各種共済・保険制度等）、⑥新年交礼会の開
催、⑦会員親睦交流事業の実施

　※部会・委員会（常設）の共通テーマ：DXによる生産
性向上推進及び環境経営（脱炭素経営）の推進

【姉妹友好都市経済交流委員会】（特別委員会）
①国内外の姉妹都市友好都市との経済交流及び親善交流
活動

【会員拡大委員会】（特別委員会）
①会員拡大の推進（目標：1,700社）

部会・委員会
令和８年度活動計画
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令
和
８
年
度
の
税
制
・
労
務
管
理
関
係

法
の
改
正
か
ら
一
部
紹
介
し
ま
す
。
詳
細
・

対
応
等
に
つ
い
て
は
、
所
管
官
庁
の
Ｈ
Ｐ
な

ど
で
確
認
く
だ
さ
い
。

令
和
8
年
度 

税
制
改
正
の
ポ
イ
ン
ト 

１　
事
業
承
継
税
制
の
活
用
促
進
に
向

け
た
見
直
し

法
人
版
事
業
承
継
税
制
特
例
措
置
（
税

負
担
猶
予
〈
免
除
〉）
に
お
け
る
特
例
承
継

計
画
の
提
出
期
限
の
延
長

事
前
計
画
の
提
出
期
限
（
令
和
８
年
3

月
末
）
が
９
年
9
月
末
ま
で
1
年
6
カ
月
延

長
さ
れ
ま
す
。 

２　
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
お
け

る
負
担
軽
減
措
置
の
拡
充
・
見
直
し
等

①
免
税
事
業
者
等
か
ら
の
仕
入
れ
に
係

る
負
担
軽
減
措
置
の
控
除
率
の
引
上
げ
と
適

用
期
限
の
延
長

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
よ
り

原
則
、
免
税
事
業
者
か
ら
の
仕
入
に
お
い
て

仕
入
税
額
控
除
で
き
ま
せ
ん
が
、 

免
税
事
業

者
の
取
引
排
除
を
防
ぐ
等
の
目
的
か
ら
仕
入

税
額
の
一
部
の
控
除
を
認
め
る
措
置
が
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
は
、
令
和
８
年
10
月
以

降
の
控
除
率
が
引
上
げ
、
負
担
軽
減
措
置
の

適
用
期
限
が
2
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

②
免
税
事
業
者
が
課
税
転
換
し
た
際
の

納
税
額
に
係
る
負
担
軽
減
措
置
の
延
長

免
税
事
業
者
が
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業

者
に
な
っ
た
場
合
の
納
税
額
を
売
上
税
額
の

一
定
割
合
に
軽
減
す
る
措
置
が
導
入
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
は
、
個
人
事
業
主
を
対

象
と
し
て
、
売
上
税
額
の
３
割
に
見
直
し

た
上
、
令
和
10
年
9
月
末
ま
で
2
年
間
延

長
さ
れ
ま
す
。

３　
中
小
企
業
の
「
稼
ぐ
力
」
の
強
化

に
向
け
た
税
制
の
延
長
・
拡
充

①
研
究
開
発
税
制
・
中
小
企
業
技
術
基

盤
強
化
税
制
の
延
長
・
拡
充

3
年
間
延
長
、
中
小
企
業
技
術
基
盤
強

化
税
制
に
繰
越
控
除
措
置
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

同
控
除
の
導
入
は
11
年
ぶ
り
、
複
数
年
で

の
措
置
は
初
め
て
。
重
点
産
業
分
野
を
対

象
に
し
た
戦
略
技
術
領
域
型
が
創
設
さ
れ
ま

す
。②

大
胆
な
設
備
投
資
促
進
税
制
の
創
設

国
内
に
お
け
る
大
規
模
で
高
付
加
価
値 

な
投
資
を
推
進
す
る
た
め
、
新
た
な
設
備 

投
資
減
税
が
創
設
さ
れ
ま
す
。 

４　
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
強
化
に
資
す

る
税
制

①
中
小
企
業
向
け
賃
上
げ
促
進
税
制
の
維

持
・
継
続

②
少
額
減
価
償
却
資
産
の
損
金
算
入
特
例

の
3
年
間
延
長
、
対
象
と
な
る
取
得
価
額
を

40
万
円
に
引
上
げ 

③
従
業
員
へ
の
「
食
事
補
助
」
に
対
す
る

非
課
税
上
限
額
を
月
額
７
５
０
０
円
へ
引
上

げ

オホーツク管内の市町村に
ウェルビーイングを
お届けします！

年金制度改正法
　昨年に公布された年金制度改正法では、在職老齢年金
制度の見直し、厚生年金保険等の標準報酬月額の上限の
段階的な引き上げなどに加えて、社会保険（被用者保
険）の適用拡大も含まれています。社会保険の改正点は、
①短時間労働者の加入要件の見直し、②個人事業所の適
用対象の拡大、③適用拡大に伴い、新たに加入対象とな
る短時間労働者および事業主への支援。８年度には、短
時間労働者への社会保険適用拡大、在職老齢年金制度の
見直しなどが予定されています。

労働安全衛生法
　労働安全衛生法の改正項目は、混在作業場所における
元方事業者等への措置義務対象の拡大、（４月）、個人
事業者等への一定の義務付け（令９）、ストレスチェッ
ク制度の義務化拡大（公布後3年以内に政令で定める日か
ら）、治療と仕事の両立支援（４月）、高年齢労働者の
労災防止対策（４月）など。令和８年から段階的に施行
されます。

女性活躍推進法
　女性活躍推進法では、①女性の活躍に関する情報公表
の必須項目の拡大、②女性活躍推進の取り組みが優秀な
企業に対する「えるぼし認定」基準の見直し・「えるぼ
しプラス」（仮称）認定の創設、③職場における女性の
健康支援促進が４月から施行されます。

障害者雇用促進法
　障害者雇用促進法では、７月には、民間企業の障害者
の法定雇用率が現行の2.5%から2.7%に引き上げられ、対
象企業も常時雇用している労働者数が37.5人以上へと拡
大される予定です。
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マ
ル
ゲ
ン
ぽ
ん
鱈
小
公
園
を
会
場
と
し
た

６
季
目
の
「
き
た
み
ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
」
を
終
了
し
ま
し
た
。
今
季
は
当
初

１
月
末
ま
で
の
予
定
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

大
雪
の
影
響
で
点
灯
で
き
な
い
と
い
う
ア

ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
復
旧
作
業
に

よ
り
再
開
。
冬
の
風
物
詩
と
な
り
好
評
の
た

め
昨
季
同
様
に
２
月
15
日
ま
で
点
灯
し
ま
し

た
。今

季
も
９
万
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
ド
ー
ム

や
ツ
リ
ー
に
市
民
ら
が
足
を
運
び
、
光
輝
く

冬
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

期
間
中
の
来
場
者
数
は
前
年
並
み
の
２
万
人

程
度
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

『
が
ん
ば
ろ
う
北
見
！
』
応
援
実
行
委
員

会
（
委
員
長　

河
合
昭
徳
当
所
副
会
頭
）
、

北
見
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
実
行
委
員
会
、
市
観
光

協
会
、
当
所
の
主
催
（
共
催
）
、
市
の
後
援

に
よ
り
企
画
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
も
市
民

か
ら
ご
芳
志
を
募
り
、
44
人
１
５
２
企
業
・

団
体
か
ら
協
力
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
施

工
業
者
と
連
携
す
る
中
で
、
北
見
工
業
高
校

電
気
課
生
徒
の
助
力
も
得
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
担
当　

武
田 

卓
）

本
年
度
２
回
目

の
「
街
あ
る
き
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

が 

１
月 

16
日 

か

ら
２
月
19
日
ま
で
、

中
心
商
店
街
の
参

加
店(
ス
タ
ン
プ

設
置
店
15
店)
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ラ
き
た
ｋ
ｉ

ｄ
ｓ
」
を
利
用
す

る
親
子
を
対
象
に

子
育
て
世
代
へ
の

応
援
策
で
も
あ
る

同
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
。
令
和
６
年
度

か
ら
北
見
市
中
心

市
街
地
活
性
化
協

議
会
（
会
長　

舛
川
誠
当
所
会
頭
）
が
主
催
、

北
見
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
が
後
援
し
、

地
元
商
品
の
購
入
促
進
、
中
心
商
店
街
の
魅

力
発
見
、
賑
わ
い
創
出
を
目
的
に
回
を
重
ね

て
５
回
目
。

今
回
、
10
店
以
上
の
ス
タ
ン
プ
に
よ
る
応

募
は
１
４
７
人
。
抽
選
は
２
月
19
日
に
抽
選

が
行
わ
れ
、
食
品
や
商
品
券
な
ど
の
詰
め
合

せ
50
本
（
特
賞
２
本
５
０
０
０
円
相
当
）
の

当
選
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
前
回
か
ら
設
け

ら
れ
た
全
店
制
覇
の
応
募
者
へ
の
「
ガ
チ
ャ

ガ
チ
ャ
」
に
よ
る
参
加
賞
は
43
人
で
し
た
。

冬
道
の
中
、
各
店
を
巡
っ
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
中
心
商
店
街
の

魅
力
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

（
担
当　

後
藤 

達
哉
） 

「
が
ん
ば
ろ
う
北
見
！
」
応
援

ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
　
終
了 

お
礼

街あるきスタンプラリーの抽選

６季目のホワイトイルミネーション

５回目の街あるきスタンプラリー実施
  応募者147人から抽選
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令和７年度中心商店街歩行者通行量

　［１月、市内５業種150社、調査方法：インター
ネット（Ｇｏｏｇｌｅ ｆｏｒｍｓ）・ＦＡＸ、回答
率84.0％］
　業況（令和７年10～12月）は、前年と比べて「好
転企業」27.0％、「悪化企業」35.7％、「好転」か
ら「悪化」を差し引いたＤ・Ⅰ値（景気動向指数）
は△8.7。このＤ・Ⅰ値は、前年同期と同じ、前期と
比べ6.9ポイント悪化しました。
　業種別の業況Ｄ・Ⅰ値は、卸売業14.8、サービス
業5.9、建設業△11.1、小売業△13.8、製造業△34.6。
前年同期と比べ、製造業が18.6、建設業が6.6、小売
業が6.4、サービス業5.2ポイントそれぞれ悪化。卸
売業が唯一好転し、35.6ポイントの大幅改善となり
ました。
　全業種の来期（令和８年１～３月）の見通しは、
「好転企業」15.9％、「悪化企業」34.1％でＤ・Ｉ
値は△18.2。前年同期と比べ6.0ポイント改善の見通
しとなっています。
　全業種の経営上の問題点は、「諸経費増」「人件
費増」「人材不足」、「得意先減少」「同業者間の
競合」の順で、前年同期の２・３位が入れ替わり。
建設業は「人材不足」が問題点のトップとなってい
ます。
　具体的な問題点について、物価高騰や人材不足の
ほか、「（市の）財政難の影響が大きく今後が不
安」（製造業）、「中心商店街では年々廃業が増え、
買い物客数の減少等で活気がなくなっている」（小
売業）、「宿泊税の影響」（サービス業）などの記
述がありました。

　景気動向調査に付帯して、「生成ＡＩ」（テキス
ト・画像・音楽・映像などのコンテンツを生成する
ことができる人工知能〈ＡＩ〉）の業務活用状況や
課題把握を目的として、「生成ＡＩ活用状況に関す
る調査」を実施しました（回答125社）。
　「全社的に活用している」9社(7.2%、うち有料
版３社)、「利用者を限定して活用している」26社 
(20.8%、同７社)で活用企業は３割ほどですが、「今
後活用を検討している」企業は52社(41.6%)に及び、
関心が高いことが分かりました。「活用する予定は
ない」企業は38社(30.4%)となっています。 
　活用している業務については（複数回答）、「文
書作成・要約」（65件）、「情報収集・アイデア出
し」（35件）、「デザイン・画像生成」（30件）、
「契約書・法務関連対応」（17件）、「プログラミ
ング・開発」（8件）。 
　生成AI活用上の課題については（複数回答）、活
用企業では「生成された情報に対する懸念」(19件)、
「社内ルールの規定の必要性」(15件)、「活用でき
る社員が少ない。育成コストがかかる」（９件）と
なっています。 
　未活用企業では、「活用できる業務が見当たらな
い」(37件)、「生成された情報に対する懸念」(26
件)、「活用できる社員が少ない。育成コストがかか
る」(24件)、「導入・維持費用」(22件)などがあげ
られています。

（担当　山中 みなみ）

令和７年度第Ⅲ四半期　景気動向調査　結果
業種別の業況Ｄ・Ｉ値

前年同期と比べ、卸売業以外は悪化
付帯調査「生成ＡＩ活用状況に関する調査」

活用企業28%、検討企業42%

■ 

 

JR北見コンテナセンター 北見市大通東２丁目８番地
TEL（0157）23-3181 FAX（0157）23-8161

■ 札 幌 支 店 札幌市白石区流通センター3丁目1-4
TEL（011）865-3135 FAX（011）865-8167　

■ オ ホ ー ツク 支 店 網走郡美幌町美里21番地1
TEL（0152）73-3148 FAX（0152）73-3149
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「
建
設
業
D
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー
・
体
験
会
」

（
１
／
21
）
で
は
、
受
講
者
21
人
（
11
社
）

が
「
無
理
な
く
始
め
る
Ｄ
Ｘ
。
経
営
を
支
え

る
小
さ
な
一
歩
」
と
題
し
た
講
義
や
機
器
の

確
認
・
体
験
を
通
じ
て
、
D
Ｘ
の
機
能
や

導
入
事
例
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

受
講
者
は
、
性
能
が
向
上
し
た
「
ド
ロ

ー
ン
」
や
遠
隔
地
か
ら
で
も
作
業
現
場
の
状

況
を
瞬
時
に
確
認
で
き
る
「
ス
マ
ー
ト
グ
ラ

ス
」
な
ど
に
興
味
を
示
す
と
と
も
に
、
こ
れ

ら
の
コ
ス
ト
や
実
際
の
操
作
な
ど
、
導
入
に

向
け
て
、
思
い
を
は
せ
て
い
た
よ
う
で
す
。

 （
担
当　

武
田 

卓
）

 「
創
業
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」（
２
／
４
・５
）

で
は
、
受
講
者
10
人
（
本
年
度
の
同
セ
ミ
ナ

ー
最
多
、
30
～
60
代
）
が
中
小
企
業
診
断
士
・

社
会
保
険
労
務
士
の
藤
田
貴
史
さ
ん
か
ら
創

業
の
手
続
き
・
補
助
金
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
・
財
務
の
基
礎
、
労
務
管
理
な
ど
に
つ
い

て
、
具
体
的
事
例
を
交
え
て
学
び
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
藤
田
さ
ん
は
、
集
客
に
成

功
し
て
い
る
事
業
者
に
つ
い
て
、
①
知
っ
て

も
ら
う
努
力
、
②
同
業
者
の
価
格
設
定
や
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
研
究
、
③
自
分
の

や
り
方
を
見
つ
め
直
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

あ
げ
て
助
言
し
て
い
ま
し
た
。

（
担
当　

武
田 
卓
）

「
明
日
か
ら
で
き
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
セ
ミ

ナ
ー
」（
２
／
５
）
で
は
、
受
講
者
15
人
が

市
内
で
企
業
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を

行
っ
て
い
る
㈱
ロ
ジ
カ
ル
の
西
野
寛
明
社
長

か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
の
特
性
か
ら
、
販
促
や
人

材
確
保
へ
の
活
用
手
法
な
ど
の
説
明
を
受
け
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
へ
の
記
入
に
よ
り
自
社
の
現

状
分
析
か
ら
運
用
体
制
ま
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
戦
略

づ
く
り
を
考
え
ま
し
た
。

西
野
社
長
は
、
地
方
都
市
で
成
果
を
出

す
戦
略
づ
く
り
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
企
画
段
階
で
の
無
料
Ａ
Ｉ
、
機
材
と

し
て
の
ス
マ
ホ
の
活
用
、
素
材
づ
く
り
を
楽

し
む
こ
と
、「
手
本
」
を
見
つ
け
ま
ね
る
こ

と
か
ら
始
め
、
自
社
の
か
た
ち
を
つ
く
る
こ

と
な
ど
を
勧
め
て
い
ま
し
た
。

（
担
当　

古
川 

佳
佑
）

「
会
社
に
お
金
を
残
す
た
め
の
『
脱
★

ド
ン
ブ
リ
経
営
』
実
践
法
」（
２
／
20
）
で
は
、

受
講
者
９
人
が
中
小
企
業
診
断
士
の
仲
光
和

之
さ
ん
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
交
え
経
営

判
断
の
手
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

受
講
者
は
、
会
社
の
財
務
内
容
を
把
握

す
る
経
営
ツ
ー
ル
「
お
金
の
ブ
ロ
ッ
ク
パ
ズ

ル
」
の
活
用
法
、
Ｖ
字
回
復
に
導
く
「
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」、
利
益
倍
増
ア
ク
シ
ョ
ン

を
考
え
る
会
議
進
行
術
を
柱
に
し
た
説
明
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

 （
担
当　

安
藤 

辰
徳
） ＳNＳ活用セミナー

創業実践セミナー

建設業DX体験会

セ
ミ
ナ
ー
　
抄
録
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事業継承

創業・経営
販路拡大 北見工業大学

地元金融機関

中小機構 北海道本部

北見商工会議所

北海道経済産業局

北見工業技術センター運営協会

北見市

法・税務知識
資金調達

企業訪問

窓口対応

相談受付

●フォローアップ
●シーズ発掘・
　ニーズ調査

one
stop
北見ビジネス総合
サポートセンター

北見ビジネス
総合サポートセンター ワンストップサービスでサポート北見ビジネス総合サポートセンター（ビズサポ北見）

創
業
・
起
業
、

　
　
　
経
営
課
題
に
対
応

当
所
が
運
営
す
る
「
北
見
ビ
ジ
ネ
ス
総
合

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
（
北
見
経
済
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
５
階
、
通
称
・
ビ
ズ
サ
ポ
北
見
）
で

は
専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
経
営
課
題
を

抱
え
る
中
小
企
業
経
営
者
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
創
業
・
起
業
、
事
業
承
継

へ
の
支
援
、
共
同
研
究
・
事
業
化
等
の
推
進
、

企
業
訪
問
・
相
談
指
導
、
北
海
道
知
的
財
産

情
報
セ
ン
タ
ー
北
見
サ
テ
ラ
イ
ト
相
談
事
業

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ビ
ズ
サ
ポ
北
見
の
フ
ロ
ア
に
は
、
事
業
提

携
先
の
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
北
海
道
本

部
北
見
オ
フ
ィ
ス
と
北
海
道
知
的
財
産
情
報

セ
ン
タ
ー
北
見
サ
テ
ラ
イ
ト
、
（
公
財
）
北

海
道
中
小
企
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ホ
ー

ツ
ク
支
部
が
同
居
し
て
い
ま
す
。

同
北
見
オ
フ
ィ
ス
を
は
じ
め
、
北
見
工
業

大
学
、
金
融
機
関
、
税
務
・
法
務
機
関
と
連

携
し
て
相
談
案
件
に
応
じ
た
専
門
家
の
紹
介

も
行
っ
て
い
ま
す
。

創
業
・
起
業
か
ら
事
業
の
経
営
に
係
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
対
応
な
ど
、
同
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
（
℡
57
‐
５
６
７
７
）
に
ご
相
談

（
無
料
）
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

 

（
担
当　

竹
中 

秀
之
）

〈
北
海
道
中
小
企
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
５
階
に
設
置
さ

れ
て
い
る
（
公
財
）
北
海
道
中
小
企
業
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ホ
ー
ツ
ク
支
部
で
は
職
員

２
名(

う
ち
１
名
非
常
勤)

体
制
で
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課

題
に
係
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す(

無
料
）
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
同
オ
ホ
ー
ツ
ク
支
部(

℡

31
‐
１
１
２
３)

へ
。

 

知
財
に
関
す
る
無
料
相
談
会

 

次
回
は
３
月
26
日　
要
予
約

「
特
許
・
商
標
・
地
域
ブ
ラ
ン
ド
な
ど

『
知
財
』
に
関
す
る
個
別
相
談
会
」
は
１
月

22
日
、
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
か
れ
、

１
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
次
回
は
３
月

26
日
の
予
定
で
す
。

同
相
談
会
は
、
当
所
と
（
独
法
） 

工
業
所

有
権
情
報
・
研
修
館
北
海
道
知
財
総
合
支
援

窓
口
の
共
催
。
無
料
で
す
が
、
予
約
が
必
要

で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
℡
23

‐
４
１
１
１
）
。

  

（
担
当　

古
川 

佳
佑
）

ビ
ジ
ネ
ス
の
課
題
解
決
に

専
門
家
に
無
料
で
聞
け
る　

専
門
相
談
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青
年
部
の
２
月
例
会
は

10
日
、
65
人
の
参
加
に
よ

り
、
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
チ
ー
ム
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
で
強
い
組
織

を
つ
く
る
」、
サ
ブ
テ
ー

マ
は
「
楽
し
く
学
ぶ
チ
ャ

ン
バ
ラ
合
戦
」。
講
師
は

会
員
が
務
め
ま
し
た
。　

チ
ャ
ン
バ
ラ
合
戦
と
は
、

利
き
手
に
ス
ポ
ン
ジ
状
の

柔
ら
か
い
特
製
の
「
刀
」

を
持
ち
、
逆
の
腕
に
つ
け

た
「
命
」
と
呼
ば
れ
る
ボ
ー
ル
を
叩
き
落
と

し
あ
う
競
技
。

1
人
の
大
将
を
4
人
で
守
り
抜
く
「
戦
い
」

を
通
じ
て
強
い
組
織
づ
く
り
を
目
指
す
手
法

　
　
　
　
　
　
　
7
月
15
、16
日
、香
り
ゃ
ん
せ
公
園
・
小
泉
河
川
敷

花
火
、舞
踊
、綱
引
、サ
ン
バ
の
ほ
か
、正
調
よ
さ
こ
い
を
検
討

「
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」
を
学
び
ま
し
た
。

ま
ず
は
チ
ャ
ン
バ
ラ
合
戦
を
体
験
し
、
講

義
・
作
戦
会
議
を
実
施
。
再
度
の
合
戦
で
は
、

目
標
や
役
割
分
担
を
意
識
し
た
プ
レ
ー
が
随

所
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
会
員
は
チ
ャ
ン
バ
ラ

を
楽
し
み
な
が
ら
チ
ー
ム
と
し
て
の
一
体
感

を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
す
。

（
担
当　

武
田 

卓
）

女
性
会
の
２
月
例
会
は

17
日
、
18
人
の
参
加
に
よ

り
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
あ
い
さ
つ
、
各
部

会
・
定
時
総
会
日
程
（
4

月
20
日
）
の
報
告
に
続
き
、

講
習
会
と
し
て
「
０
次

（
普
段
か
ら
）
避
難
に
備

え
る
避
難
フ
ァ
イ
ル
・
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
企
画

さ
れ
ま
し
た
。

講
師
の
「
く
ら
し
オ
ー

ガ
ナ
イ
ズ
ひ
と
つ
ぼ
し
」

防
災
士
の
わ
が
つ
ま
と
も

こ
さ
ん
（
北
見
市
）
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

避
難
に
必
要
な
グ
ッ
ズ
や
ア
イ
テ
ム
、
避
難

場
所
、
災
害
時
の
連
絡
先
・
手
段
等
を
収
め

る
「
避
難
フ
ァ
イ
ル
」
を
作
製
し
ま
し
た
。

会
員
は
、
は
さ
み
や
の
り
な
ど
を
手
に

フ
ァ
イ
ル
の
表
紙
づ
く
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

視
認
性
が
高
い
黄
色
や
オ
レ
ン
ジ
色
、
災
害

時
に
携
帯
電
話
よ
り
つ
な
が
り
や
す
い
公
衆

電
話
、
行
方
不
明
時
に
役
立
つ
家
族
写
真
な

ど
の
説
明
も
聞
き
、
防
災
知
識
・
意
識
を
高

め
な
が
ら
フ
ァ
イ
ル
の
完
成
を
目
指
し
て
い

ま
し
た
。

（
担
当　

池
亀 

由
基
） 18人が参加した２月例会

65人が参加した２月例会

青年部2月例会

女性会2月例会

会員事業所限定
各種情報 メール配信

　当所は、会員事業所限定サービスと
して、会員事業所のＨＰ紹介（当所Ｈ
Ｐにリンク）と、企業経営の関連制度
や補助金、セミナーなど、各種情報の
メール配信を無料で行っています。会
社のＰＲや情報収集にお役立てくださ
い。　　　　　   （担当　瀧口 花帆）
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お問い合わせ・申し込みは　北見商工会議所地域振興部（℡23-4111）

《受験料》［珠算］1級2,800円、準1級2,400円、2級2,000円、準2級1,900円、3級1,800円、準3級1,500円、 
 4～6級1,200円、7～10級1,000円　段位3,500円（珠算のみ3,000円、暗算のみ1,500円）、 
暗算1～3級1,200円、4～6級1,100円、7級～10級1,000円

［簿記］1級8,800円、2級5,500円、3級3,300円
［北海道観光マスター］5,000円（当所窓口で北海道観光マスター公式ガイドブック（税込2,800円）を販売し

ております）

ネット試験のリテールマーケティング検定は、CBTS受験サポートセンター（TEL03-5209-0553）、ＰＣ検定は、
ＮＰＯ法人人材育成ネットワーク（TEL0157-36-3671）、カラーコーディネーター、福祉住環境コーディネーター、
ビジネス実務法務、環境社会（eco）、ビジネスマネジャー検定は、東京商工会議所検定センター（TEL050-5830-3365）
にお問い合わせください。

令和８年度 各種検定試験
検 定 名 試 験 日 受 付 期 間

珠　算（段位、暗算） ６月28日 ５月11日 ～ ５月28日
10月25日 ９月７日 ～ ９月24日

9年２月14日 12月21日 ～ １月14日
簿　記（１～３級） ６月14日 ４月27日 ～ ５月18日 (ネット5/15）

11月15日 ９月28日 ～ 10月19日 (ネット10/16）

　　　（２・３級） 9年２月28日 １月12日 ～ ２月１日 (ネット1/29）

北海道観光マスター 11月23日 ９月１日 ～ 10月30日

労
働
保
険
（
労
災
保
険
、

雇
用
保
険
）
の
「
年
度
更
新
」

（
６
／
１
～
７
／
10
）
の
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
か
。

事
業
主
は
、
前
年
度
の
確

定
保
険
料
（
精
算
）
と
当
年

度
の
概
算
保
険
料
を
併
せ
て 

申
告
・
納
付
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

期
間
内
に
納
付
・
申
告
さ

れ
な
い
場
合
、
追
徴
金
が
課

せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

賃
金
管
理
を
整
理
し
、
年
度

更
新
に
備
え
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

労
働
保
険
の
保
険
料
は
、

毎
年
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３

月
31
日
ま
で
の
１
年
間
を
保

険
年
度
と
し
て
お
り
、
保
険

年
度
の
中
途
で
保
険
関
係
が

成
立
し
た
場
合
は
、
当
該
保

険
関
係
の
成
立
日
か
ら
保
険

年
度
の
末
日
（
３
／
31
）
ま

で
の
分
を
計
算
し
ま
す
。

年
度
更
新
の
詳
細
は
北
見

労
働
基
準
監
督
署
（
労
災
）、

北
見
公
共
職
業
安
定
所 （
雇

用
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

労
働
保
険
事
務
を
代
行
し
て
い
ま
す

当
所
は
厚
労
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
労 

働
保
険
事
務
組
合
と
し
て
、
年
度
更
新
な 

ど
労
働
保
険
事
務
の
処
理
（
代
行
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。

代
行
の
メ
リ
ッ
ト
に
は
、
事
務
の
大
幅 

な
軽
減
の
ほ
か
、
労
働
保
険
料
の
額
に
か 

か
わ
ら
ず
分
割
（
３
回
）
納
付
が
適
用
に 

な
る
、
事
業
主
や
家
族
従
業
員
が
労
災
保 

険
に
加
入
で
き
る
こ
と(

特
別
加
入)

が 

あ

り
ま
す
。

手
数
料
は
常
用
従
業
員
数
、
一
元
・
二 

元
適
用
事
業
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
当
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
担
当 

池
亀 

由
基
）

労働保険の年度更新

■㈱なつ （曽根和輝さん、美山町西２丁
目58-59、就労継続支援Ｂ型・キッチン
カー）

■㈱常口アトム北見支店 (伊藤伸朗さん、
寿町５丁目７-９加納ビル、不動産賃貸・
売買・管理）

新入会員紹介
（入会日　令和７・12.16～８・2.15）

ご入会ありがとうございます

確
定
・
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納
付
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　「203photogenic」は、カ
メラマンの田口真樹子さん
（49）による商業・広告の
写真撮影、撮影に付随した
広告などの制作がメイン業
務。田口さんは帯広生まれ
の北見育ち。幼少時に抱い
たカメラマンへの憧れを日
本ジャーナリスト専門学校
フォト・ジャーナリスト専

攻科で学び実現。北見に戻り約４年の広告代理店勤
務を経て平成 13 年に独立し､ さまざまな媒体の写真
撮影のほか、人や旅、自然をテーマに写真表現を追
求し（アートフォト）、公募展での入賞と個展を重ね
ています。これら作品はネットで販売も。「感動や喜
びを届けられる」ことにやりがい感じ､ 写真一筋に
歩む田口さん。今後は「アートフォトにより力を入
れて発表していきたい」と話しています。

　一昨年の８月に開店した「弁当屋　ずいかく ( 瑞
鶴）」。店主の鶴尾良一さん（53）は湧別町生まれの北
見市育ち。調理の歩みは三十数年に及ぶ。市内飲食店、
ホテル・葬儀場の調理部門（料理長）勤務を経て同店
で独立。メニューは弁当十数種類をはじめ、丼、カレー、
パスタ、おにぎりのほか、弁当のおかずで人気の唐揚
げや卵焼きなど単品、納豆チャーハンも。道内産の素
材をメインにした作りたて。長年、従事した法要料理
（仕出し）も提供。顧客は近隣の事業所などが中心で、
スタッフは６人体制。店内
では店主自作のスプレーア
ートや苔テラリウムが目を
引きます。鶴尾さんは「物
価高にあっても工夫し、こ
だわり、満足していただけ
るものを提供していきたい。
新メニューの検討も」と店
を切り盛りしています。

2026年３月９日（隔月発行）

　私事ですが、1年間の育児休暇を経て2月
より職場復帰いたしました。休暇中に事務所
の移転があり、復帰してみるとピカピカの建
物に事務机、そして冬でも暖かい快適なオフ
ィスへと大きく変わっていました。今は新し

い環境に少しずつ慣れようとしている最中です。
　家庭でも、子どもの成長は目まぐるしく、昨日まで
大好きだったおもちゃも今日は見向きもしないという
変化もしばしばあります。
　生き物は本来、変化を避けようとするものだといわ
れます。それでも私たちは、日々変化し続ける環境の
中で適応しながら前へ進んでいかなくてはいけません。
　変化を不安だけでなく成長の機会と捉え、周囲への
感謝を忘れず、心機一転取り組んでいきたいと思いま
す。

◆	６日	 専門家個別経営相談（19日・27日）
◆	９日	 三役会、第340回常議員会
◆	16日	新入社員研修講座
◆	19日	日商第765回常議員会・第314回議員総

会、日商通常会員総会
◆	23日	三役会、第226回通常議員総会、 

市政報告会
◆	26日	知財に関する無料相談会

◆	７日	 東北海道商工会議所連絡協議会専務 
理事・事務局長会議（釧路市）

◆	10日	専門家個別経営相談（17日、24日）
◆	13日	三役会
◆	15日	オホーツク管内商工会議所会頭会議
◆	20日	定期健康診断（～22日）
◆	27日	三役会

商業・広告の写真撮影、公募展入賞・個展重ねる

203photogenic
長年の調理経験を生かし、一昨年８月開店

弁当屋　ずいかく

会員紹介ご希望の事業所は当所地域振興部（☎23-4111）宛ご連絡願います。（掲載：無料）

北見商工会議所報
き た み　№182

会 員 紹 介 会員増強運動中！
～非会員に入会をお勧めください～

今後の予定 育休を経てピカピカの職場に復帰
　感謝を忘れず、変化を成長の機会に

北見市西三輪５丁目６-5　℡090-6218-1069 北見市東相内町9-7　℡36-6412

9  

月
３  

月

10  

月

４  

月

編
集
後
記


